
先
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
野
党
統
一
候
補
と
日
本
共
産
党
に

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
議
席
を
減
ら
す
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
捲

土
重
来
、
来
年
の
参
院
選
挙
で
の
勝
利
め
ざ
し
全
力
を
尽
く
す

決
意
で
す
。
政
治
を
私
物
化
し
、
数
の
力
で
強
行
採
決
を
連
発

す
る
ア
ベ
・
ス
ガ
政
権
の
も
と
、
小
選
挙
区
制
を
前
提
と
し
た

衆
議
院
選
挙
で
は
、
野
党
が
違
い
ば
か
り
に
固
執
す
る
の
で
は

な
く
、
他
者
の
意
見
も
聞
き
入
れ
、
国
民
の
願
い
に
基
づ
き
緩

や
か
な
一
致
点
を
尊
重
し
あ
い
候
補
者
を
一
本
化
す
る
以
外
に
、

対
抗
で
き
る
手
段
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
理
由
は
不
明
な
ま
ま
収

束
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
専
門
家
か
ら
の
再
び
感

染
拡
大
す
る
と
の
警
告
が
続
い
て
お
り
、
国
・
県
・
市
で
の
取

り
組
み
の
強
化
は
必
須
で
す
。
ま
た
人
口
急
増
中
の
本
市
で
は
、

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
相
談
も
急
増
す
る
な
ど
課
題
は
山
積
で
す
。

し
か
し
、
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
は
，
突
如
白
み
り
ん
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
建
設
の
た
め
の
基
金
条
例
案
が
盛
り
込
ま
れ
，
さ
ら
に

来
年
４
月
以
降
の
指
定
ご
み
袋
の
押
し
付
け
を
に
ら
み
、
指
定

ご
み
以
外
に
張
り
出
す
「
違
反
ご
み
シ
ー
ル
」
増
刷
な
ど
も
含

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
願
い
や
実
感
に
即
し
た
市
政
実
現

へ
、
引
き
続
き
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

12
月
２
日
（
木
）

午
後
２
時
頃

１
、
来
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
問
う

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
公
衆
衛
生
、
医
療
・
介
護
等
の

問
題
点
を
浮
き
彫
り
に
し
、
経
済
的
格
差
を
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
が
市
長
の
認
識
は
ど
う
か
。

②
令
和
４
年
度
に
、
大
規
模
検
査
、
医
療
供
給
体
制
の
確
保
、

市
内
企
業
へ
の
経
済
支
援
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

③
令
和
４
年
度
の
中
心
課
題
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

２
、
南
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
平
和
台
１
丁
目
９
番
地
地
先
の
開
発
行
為
に
つ
い
て
、
近

隣
の
住
民
か
ら
は
ど
ん
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
か
。

②
旧
東
洋
学
園
跡
地
の
南
流
山
中
学
校
部
分
を
除
く
２
㌶
を

私
立
中
学
校
に
貸
与
す
る
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

植
田
和
子
議
員

12
月
２
日
（
木
）

午
後
３
時
頃

１
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

①
最
も
身
近
な
性
暴
力
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
性
犯
罪
で
あ
る

痴
漢
被
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て

②
生
理
用
品
の
配
布
等
に
つ
い
て

２
、
住
宅
政
策
に
つ
い
て

①
高
齢
者
一
人
の
場
合
等
は
賃
貸
住
宅
の
入
居
申
し
込
み
を

拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
実
態

を
当
局
は
承
知
し
て
い
る
か
。

②
「
住
ま
い
は
人
権
」
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、
公
共
住
宅

政
策
を
確
立
・
充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

３
、
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

①
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る
老
老
介
護
世
帯
の
実
態
に
つ
い

て
。
ま
た
、
高
齢
者
の
孤
独
死
問
題
に
つ
い
て
。

４
、
森
の
倶
楽
部
入
口
付
近
の
歩
道
新
設
に
つ
い
て

高
橋
あ
き
ら
議
員

12
月
２
日
（
木
）

午
後
４
時
頃

１
、
福
祉
の
充
実
つ
い
て

①
令
和
５
年
度
ま
で
に
新
た
に
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
検
討
す
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
が
、
現
在
の
進

捗
と
来
年
度
予
算
へ
の
位
置
づ
け
を
問
う
。

②
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
等
の
高
騰
の
影
響
に
つ
い
て

ア
、
自
動
車
燃
料
費
の
支
援
に
つ
い
て
、
燃
料
費
の
高
騰

が
必
要
な
通
院
な
ど
移
動
の
自
由
の
制
限
や
生
活
費
の

ひ
っ
迫
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

イ
、
生
活
困
窮
者
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

の
取
組
み
に
つ
い
て
。

２
、
東
部
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
東
部
地
域
の
医
療
機
関
の
状
況
に
つ
い
て

②
柏
市
豊
四
季
３
３
７-
３
地
先
の
手
押
し
信
号
の
改
良
に
つ

い
て

小
田
桐
た
か
し
議
員

12
月
３
日
（
金
）

午
前
10
時

１
、
中
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
危
険
な
交
差
点
に
対
す
る
信
号
機
設
置
等
、
安
全
対
策
に

つ
い
て

２
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
（
仮
称
）
市
野
谷
小
学
校
新
設
計
画
に
つ
い
て

②
南
流
山
中
学
校
移
転
計
画
及
び
基
本
設
計
案
に
つ
い
て

③
学
校
現
場
教
職
員
が
通
勤
だ
け
で
な
く
公
務
と
し
て
使
用

し
て
い
る
自
家
用
車
用
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

④
小
中
学
校
の
教
職
員
の
欠
員
対
応
の
現
状
と
改
善
に
つ
い

て

３
、
環
境
行
政
に
つ
い
て

①
ガ
ソ
リ
ン
等
の
高
騰
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

②
粗
大
ご
み
以
外
の
廃
棄
物
の
混
入
に
伴
う
粗
大
ご
み
収
集

運
搬
業
務
委
託
事
業
者
へ
の
業
務
改
善
指
導
に
つ
い
て

③
指
定
ご
み
袋
制
の
来
年
４
月
か
ら
の
本
格
実
施
に
つ
い
て
、

ご
み
集
積
所
を
管
理
し
て
い
る
自
治
会
等
で
は
、
不
安
が

払
し
ょ
く
さ
れ
て
い
な
い
と
捉
え
て
い
る
が
、
市
の
見
解

を
問
う
。
ま
た
、
納
得
と
合
意
を
取
り
付
け
な
い
ま
ま
、

指
定
ご
み
袋
以
外
は
回
収
し
な
い
と
い
う
強
権
的
な
制
度

導
入
が
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
い
、
来
年
度
予
算
で
は
ど

の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
の
か
。

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

11
月
25
日
～
12
月
15
日

21
日
間

（
議
案
27
件
、
陳
情
３
件
、
発
議
５
件
他
）

11
月

25
日
（
木
）
本
会
議

午
前
10
時
開
議

30
日
（
火
）
～
12
月
３
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

12
月

６
日
（
月
）
総
務
委
員
会

７
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

８
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

９
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

15
日
（
水
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議


